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第
四
十
八 

  
 

二
対
一 

   
 
 
 
 

一 
  

ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械
装
置
が
国
内
で
カ
ス
タ
マ
ー
を
失
っ

た
と
き
、
パ
ワ
ー
ズ
式
Ｐ
Ｃ
Ｓ
は
ど
う
だ
っ
た
か
。 

 

意
外
な
こ
と
に
パ
ワ
ー
ス
式
Ｐ
Ｃ
Ｓ
、
す
な
わ
ち
三
井
物
産
の
カ

ス
タ
マ
ー
は
減
ら
な
か
っ
た
。 

 

当
時
の
パ
ワ
ー
ズ
式
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
主
な
ユ
ー
ザ
ー
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。 

  

政
府
機
関 

 
 
 

鉄
道
省
（
一
九
二
四
年
導
入
） 

 
 
 

逓
信
省
簡
易
保
険
局
（
一
九
二
六
年
導
入
） 

 
 
 

貯
金
保
険
局 

 
 
 

内
閣
統
計
局 

 
 
 

保
険
院
保
険
局 

 
 
 

厚
生
省
労
働
部 

 

軍
事
機
関 

 
 
 

第
一
徴
兵 

 
 
 

海
軍
省
水
路
部 

 

公
共
機
関 

 
 
 

東
京
都 

 
 
 

横
浜
税
関 
 

研
究
機
関 

 
 
 

厚
生
科
学
研
究
所 

 

生
命
保
険
会
社 

 
 
 

第
一
生
命 

 
 
 

日
本
生
命
（
一
九
二
五
年
導
入
） 

 
 
 

安
田
生
命
（
一
九
二
九
年
導
入
） 

 
 
 

千
代
田
生
命 

 
 
 

明
治
生
命 

 
 
 

東
邦
生
命 

 
 
 

愛
国
生
命 

 
 
 

日
葉
生
命 

 

製
造
業 

 
 
 

東
京
芝
浦
電
気 

 
教
育
機
関 

 
 
 

神
戸
商
業
大
学 

 

外
地
機
関 

 
 
 

朝
鮮
総
督
府 
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台
湾
総
督
府 

 
 
 

関
東
州
庁 

 
 
 

満
州
国
統
計
処 

 
 
 

満
鉄 

 
 
 

満
州
国
税
関 

  

こ
の
う
ち
鉄
道
省
は
、
自
動
穿
孔
機
百
五
十
一
台
、
手
動
検
孔
機

九
十
五
台
、
分
類
機
五
十
一
台
、
集
計
印
刷
製
表
装
置
四
十
七
台
、

計
三
百
四
十
四
台
を
保
有
し
、「
世
界
最
大
規
模
」
と
称
さ
れ
た
。

主
に
貨
物
の
品
種
別
統
計
に
適
用
し
、
年
間
三
千
五
百
万
枚
の
パ
ン

チ
カ
ー
ド
を
消
費
し
た
と
い
う
。 

 

鉄
道
省
は
日
米
開
戦
と
と
も
に
男
子
職
員
が
徴
兵
さ
れ
た
た
め
、

四
二
年
以
後
、
そ
の
運
用
は
女
子
職
員
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
た
。
だ

が
一
九
四
五
年
五
月
の
空
襲
で
機
械
装
置
お
よ
び
パ
ン
チ
カ
ー
ド
の

ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

パ
ン
チ
カ
ー
ド
と
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
デ
ー
タ
そ
の
も
の
だ
っ
た

わ
け
だ
か
ら
、
戦
災
は
す
べ
て
を
灰
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
う
ち
の
自
動
穿
孔
機
、
分
類
機
、
集
計
印
刷
製
表
装
置
が
一
台

ず
つ
、
大
阪
交
通
博
物
館
に
残
っ
て
い
る
。 

 

の
ち
の
記
録
だ
が
、
一
九
四
四
年
五
月
の
時
点
で
国
内
に
設
置
さ

れ
て
い
た
の
は
、
パ
ワ
ー
ズ
式
が
一
千
三
十
八
台
、
ホ
レ
リ
ス
式
は

五
百
十
八
台
だ
っ
た
。
ほ
ぼ
二
対
一
の
比
率
と
な
る
。 

 

パ
ワ
ー
ズ
式
が
ホ
レ
リ
ス
式
の
倍
の
ユ
ー
ザ
ー
を
維
持
で
き
た
の

は
、
そ
の
販
売
方
式
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

「
ホ
レ
リ
ス
式
が
レ
ン
タ
ル
制
だ
っ
た
の
に
対
し
、
パ
ワ
ー
ズ
式

は
売
り
切
り
だ
っ
た
。
売
り
切
り
方
式
は
、
当
時
の
商
慣
習
に
フ
ィ

ッ
ト
し
て
い
た
」 
 

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

た
し
か
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。 

 

実
を
い
う
と
一
九
一
八
年
、
国
勢
院
は
パ
ワ
ー
ズ
式
統
計
機
械
装

置
を
輸
入
し
よ
う
と
検
討
し
た
。
と
こ
ろ
が
パ
ワ
ー
ズ
・
ア
カ
ウ
ン

テ
ィ
ン
グ
社
も
ま
た
、
レ
ン
タ
ル
制
を
理
由
に
国
外
で
の
設
置
を
認

め
な
か
っ
た
。 

 

国
勢
院
は
い
っ
た
ん
あ
き
ら
め
か
け
た
が
、
三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
支
店
に
駐
在
員
と
し
て
赴
任
し
た
ば
か
り
の
吉
澤
審
三
郎
が
パ

ワ
ー
ズ
社
を
説
得
し
た
。 

 

「
三
井
物
産
が
機
器
を
購
入
し
、
こ
れ
を
利
用
企
業
に
転
売
す
る

か
た
ち
で
は
ど
う
か
」 

 

と
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
パ
ワ
ー
ズ
社
か
ら 

 
「
可
で
あ
る
」 

 
と
い
う
返
事
が
あ
っ
た
。 

 
レ
ン
タ
ル
に
し
た
場
合
、
月
々
の
入
金
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
し
て
相
手
は
東
洋
の
得
体
の
知
れ
な
い
新
興
国
で
は
な
い

か
。
取
り
っ
ぱ
ぐ
れ
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。 
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一
方
、
国
勢
院
の
会
計
項
目
に
は
「
賃
貸
料
」
が
な
か
っ
た
。
こ

の
た
め
に
、
結
局
は
導
入
を
断
念
し
た
が
、
三
井
物
産
は
そ
れ
が
き

っ
か
け
と
な
っ
て
売
り
切
り
方
式
を
パ
ワ
ー
ズ
社
に
飲
ま
せ
、
そ
の

上
で
東
洋
代
理
店
の
契
約
を
結
ん
だ
。 

 

ち
な
み
に
、
吉
澤
審
三
郎
は
以
後
、
一
貫
し
て
パ
ワ
ー
ズ
社
の
計

算
機
と
か
か
わ
り
を
持
っ
た
。
パ
ワ
ー
ズ
社
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
と

機
関
銃
の
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
レ
ミ
ン
ト
ン

ラ
ン
ド
社
も
農
機
具
メ
ー
カ
ー
の
ス
ペ
リ
ー
社
に
買
収
さ
れ
て
「
ス

ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
」
と
社
名
を
変
え
る
が
、
日
本
で
の
窓
口
は
一
貫
し

て
吉
澤
だ
っ
た
。 

 

月
刊
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
誌
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社
）
の
一
九
二
九

年
四
月
号
は
、「
ホ
レ
リ
ス
式
会
計
機
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。 

  

Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
付
属
品
の
キ
イ
・
パ
ン
チ
以
外
の
機
械
の
本
体
を
売
ら

ず
、
機
械
を
貸
与
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
売
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
之
は
何
と
い
っ
て
も
不
便
で
あ
っ
て
、
本
機
が
我
国
で
使
用
せ

ら
れ
な
い
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。 

  

こ
の
論
説
は
、
パ
ワ
ー
ズ
式
（
三
井
物
産
）
と
ホ
レ
リ
ス
式
（
黒

澤
商
店
）
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
違
い
を
正
確
に
指
摘
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

黒
澤
商
店
に
よ
る
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械
装
置
の
営
業
が
伸

び
悩
ん
だ
の
は
、
売
り
方
に
問
題
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
直
接

の
原
因
は
昭
和
恐
慌
で
あ
る
。 

 

一
九
二
九
年
を
一
〇
〇
と
す
る
指
標
を
見
る
と
、
日
本
経
済
の
影

響
は
次
の
よ
う
だ
っ
た
。 

  

・
国
民
所
得 

 
 
 

一
九
三
〇
年 

八
一
↓
一
九
三
一
年 

七
七 

 

・
卸
売
物
価 

 
 
 

一
九
三
〇
年 

八
三
↓
一
九
三
一
年 

七
〇 

 

・
米
価 

 
 
 

一
九
三
〇
年 

六
三
↓
一
九
三
一
年 

六
三 

 

・
綿
糸
価
格 

 
 
 

一
九
三
〇
年 

六
六
↓
一
九
三
一
年 

五
六 

 
・
生
糸
価
格 

 
 
 

一
九
三
〇
年 

六
六
↓
一
九
三
一
年 

四
五 

 
・
輸
出
額 

 
 
 

一
九
三
〇
年 

六
八
↓
一
九
三
一
年 

五
三 

 

・
輸
入
額 
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一
九
三
〇
年 

七
〇
↓
一
九
三
一
年 

六
〇 

  
経
済
活
動
全
体
が
縮
退
し
た
。 

 

一
九
三
〇
年
の
失
業
者
は
二
百
五
十
万
人
に
及
び
、
借
金
が
返
せ

な
く
な
っ
て
夜
逃
げ
・
浮
浪
す
る
者
が
続
出
し
た
。「
大
学
は
出
た

け
れ
ど
」「
ル
ン
ペ
ン
」「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
が
流
行
語
に
な
っ

た
。
藤
本
二
三
吉
「
緊
縮
小
唄
」、
徳
山
璉
「
ル
ン
ペ
ン
時
代
」
の

レ
コ
ー
ド
が
売
れ
た
。 

 

当
時
の
日
本
の
企
業
は
経
営
基
盤
―
―
さ
ら
に
い
え
ば
民
間
資
本

の
蓄
積
―
―
が
脆
弱
だ
っ
た
た
め
に
、
景
気
変
動
に
大
き
く
左
右
さ

れ
た
。
産
業
の
中
心
に
あ
っ
た
大
資
本
の
重
厚
長
大
型
企
業
（
鉄
鋼
、

造
船
、
重
機
械
、
電
機
）
は
国
内
需
要
と
輸
出
の
急
減
で
計
算
機
ど

こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
。 

 

レ
ン
タ
ル
制
の
ホ
レ
リ
ス
式
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
固
定
経
費
の

増
大
を
意
味
し
て
い
た
。
毎
月
一
定
の
賃
借
料
で
機
械
装
置
が
利
用

で
き
る
の
は
、
業
績
が
右
肩
上
が
り
の
と
き
は
有
利
だ
が
、
不
況
に

な
る
と
大
き
な
負
担
に
な
る
。 

 

特
に
、
年
間
四
万
枚
の
購
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
パ
ン
チ
カ

ー
ド
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
、
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
と
な
っ
た
。
三
菱

造
船
が
契
約
を
解
除
し
た
の
も
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
の
コ
ス
ト
が
要
因

だ
っ
た
。 

 

売
上
げ
が
減
り
、
赤
字
に
陥
っ
て
も
、
計
算
業
務
の
経
費
を
抑
制

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
レ
ン
タ
ル
制
の
弱
点
が
裏
目
に
出
た
。
企
業

の
経
営
者
は
、
い
っ
と
き
無
理
を
し
て
パ
ワ
ー
ズ
式
を
購
入
し
て
し

ま
っ
た
方
が
、
長
い
目
で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
判
断
し
た
の
で
あ

る
。 

 

千
代
田
生
命
保
険
相
互
会
社
の
主
計
課
員
・
香
取
繁
雄
と
の
間
で

水
品
浩
が
や
り
と
り
し
た
営
業
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
一
九
二
九
年

十
月
二
十
二
日
に
同
社
の
竹
内
太
八
郎
が
黒
澤
商
店
を
訪
問
し
て
以

後
、
翌
年
末
ま
で
十
四
か
月
に
わ
た
る
記
録
で
あ
る
。 

 

そ
の
中
に
一
九
三
〇
年
十
一
月
十
九
日
付
で
次
の
よ
う
な
記
録
が

あ
る
。 

 

賃
貸
借
ト
売
却
ト
ヲ
如
何
ニ
考
ヘ
ラ
ル
ル
ヤ
ニ
関
シ
意
見
ヲ
伺
フ
。 

氏
ハ
勿
論
売
却
ス
ル
ヲ
希
望
ス
ル
ト
ノ
コ
ト 

  

結
局
、
千
代
田
生
命
は
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械
装
置
を
断
念

し
、
パ
ワ
ー
ズ
式
の
導
入
を
決
め
た
。 

 

ホ
レ
リ
ス
式
の
契
約
が
伸
び
な
か
っ
た
の
は
―
―
別
の
見
方
を
す

る
と
、
パ
ワ
ー
ズ
式
が
売
れ
た
の
は
―
―
機
械
の
性
能
や
操
作
性
に

も
よ
っ
て
い
た
。
特
に
操
作
性
と
専
門
家
の
ウ
エ
イ
ト
で
あ
っ
た
。 

 
パ
ワ
ー
ズ
式
は
計
算
機
構
の
操
作
を
行
う
リ
レ
ー
配
線
が
固
定
的

で
あ
っ
た
た
め
に
、
定
型
的
な
業
務
処
理
に
適
し
て
い
た
。
レ
ミ
ン

ト
ン
ラ
ン
ド
（
一
九
二
七
年
一
月
、
パ
ワ
ー
ズ
社
を
吸
収
合
併
）
が
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自
社
の
統
計
会
計
機
械
装
置
を
「
タ
ー
ビ
ュ
レ
ー
タ
ー
」（
製
表
機
）

と
呼
ん
で
い
た
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
の
ち
の
ビ
リ
ン
グ

マ
シ
ン
や
簿
記
用
の
専
用
機
に
近
い
位
置
づ
け
だ
っ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
ホ
レ
リ
ス
式
は
、
電
動
穿
孔
機
で
出
遅
れ
て
い
た
。

か
つ
計
算
機
構
の
操
作
は
リ
レ
ー
の
配
線
を
そ
の
都
度
設
定
し
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
複
数
の
異
な
る
業
務
処
理
を
一
台
の
集

計
装
置
で
行
う
場
合
に
は
柔
軟
性
が
あ
る
が
、
使
い
こ
な
す
に
は
常

時
、
専
門
家
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

当
時
は
「
シ
ス
テ
ム
」「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
い
う
概
念
も
な
く
、
必
要
な
人
材
や
資
材
を
外
部
か
ら
調
達
す
る
、

な
い
し
外
部
に
委
託
す
る
と
い
う
発
想
が
な
か
っ
た
。
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
見
る
と
、
ホ
レ
リ
ス
式
は
「
操
作
が
面
倒
な
機
械
」
だ
っ
た
。 

  
 
 
 
 
 

三 
  

『
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
50
年
史
』
が
こ
の
あ
た
り
の
事
情

を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か
。
そ
れ
を
見
る
と
、
非
常
に
面
白

い
。 

 

そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

  

初
期
に
お
い
て
容
易
に
カ
ス
ト
マ
ー
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、

の
ち
の
歴
史
が
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
大
正
末
年

の
日
本
の
企
業
に
と
っ
て
、
タ
ビ
ュ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
マ
シ
ン
を
中

核
と
し
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
高
度
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
あ
ま
り
に
進
み
す
ぎ

て
い
た
と
い
っ
て
よ
く
…
…
。 

  

「
の
ち
の
歴
史
が
証
明
す
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く

一
九
六
〇
年
代
以
後
、
特
に
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
０
１
」「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス

テ
ム
／
３
６
０
」
に
始
ま
る
〝
快
進
撃
〞
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、
こ
れ
は
結
果
か
ら
見
た
時
代
分
析
で
あ
っ
て
、
歴
史
的

考
察
の
方
法
論
か
ら
外
れ
て
い
る
。
日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
敗
北
し

た
事
実
を
も
っ
て
、
江
戸
幕
府
の
成
立
が
間
違
っ
て
い
た
、
と
論
じ

る
の
に
近
い
。 

 

同
書
に
示
さ
れ
て
い
る
認
識
で
は
、 

 

―
―
当
時
の
日
本
の
企
業
は
計
算
機
に
つ
い
て
充
分
な
知
識
が
な

く
、
統
計
機
械
に
よ
る
機
械
化
の
役
割
に
も
理
解
が
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
当
社
の
Ｐ
Ｃ
Ｓ
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。 

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

逆
に
い
え
ば
、
十
分
な
知
識
と
認
識
が
あ
れ
ば
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
Ｐ

Ｃ
Ｓ
を
採
用
し
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
さ

て
、
こ
れ
は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
パ
ワ
ー
ズ
式

統
計
会
計
機
械
装
置
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
ホ
レ
リ
ス

式
の
二
倍
に
近
い
ユ
ー
ザ
ー
を
獲
得
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

は
い
っ
た
い
何
故
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。 
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ま
た
国
内
に
お
け
る
ホ
レ
リ
ス
式
の
ユ
ー
ザ
ー
の
う
ち
、
三
菱
造

船
に
関
し
て
前
掲
『
50
年
史
』
は 

  

賃
金
お
よ
び
間
接
費
、
そ
し
て
自
家
製
の
材
料
部
品
な
ど
の
工
場

製
品
の
計
算
事
務
の
機
械
化
か
ら
使
用
を
始
め
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら

に
習
熟
し
た
の
ち
、
昭
和
四
年
五
月
か
ら
原
価
の
す
べ
て
を
コ
ー
ド

化
し
て
原
価
計
算
事
務
全
般
の
機
械
化
を
は
か
り
、
実
用
化
の
目
標

を
い
ち
お
う
達
成
し
た
。 

 

昭
和
初
年
に
お
け
る
三
菱
造
船
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
械
に
よ
る
原
価
管
理

の
実
施
は
、
日
本
に
お
け
る
事
務
管
理
な
い
し
経
営
管
理
の
近
代
化
、

機
械
化
の
歴
史
の
な
か
で
先
駆
的
、
か
つ
画
期
的
な
事
例
を
な
す
も

の
で
あ
っ
た
。 

  

と
評
し
て
い
る
。 

 

こ
の
理
屈
で
行
く
と
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
も
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン

ド
社
の
ユ
ー
ザ
ー
が
倍
近
く
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
地
で
さ
え

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
〝
あ
ま
り
に
進
み
す
ぎ
て
い
た
〞
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
し
て
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
に
利
用
技
術
が
未
熟
だ
っ
た
日
本
の
国
内
に
、
ホ
レ
リ
ス

式
統
計
会
計
機
械
装
置
を
〝
先
駆
的
、
か
つ
画
期
的
〞
に
活
用
し
た

企
業
が
存
在
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
は
技
術
の
先
進
性
云
々
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お

い
て
さ
え
、
多
く
の
企
業
は
買
取
り
を
選
択
し
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
か
っ
た
か
。
ま
た
三
菱
造
船
が
ア
メ
リ
カ
の
企
業
以
上
に
先
駆
的

で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
情
報
処
理
要
求
の
レ
ベ
ル
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の

機
械
装
置
と
マ
ッ
チ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。 
 

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
日
米
欧

の
ど
の
市
場
で
も
、
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
の
後
塵
を
拝
し
て
い
た
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
統
計
会
計
機
械
装
置
が
パ
ワ
ー
ズ
式
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
す
る
の
は
、
二
人
の
技
術
者
が
電
動
パ
ン
チ
カ
ー
ド
装
置
を
開
発

し
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

鉄
道
省
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
利
用	
 

一
九
二
四
年
、
鉄
道
省
経
理
局
は
パ
ワ

ー
ズ
式
統
計
会
計
機
械
装
置
を
購
入
し
、『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
誌
が
「
事
務
能

率
の
覇
王
―
タ
ビ
ュ
レ
ー
チ
ン
グ
・
マ
シ
ン
」
と
題
し
て
紹
介
し
た
。
日
本

陶
器
に
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械
装
置
が
設
置
さ
れ
る
一
年
前
で
あ
る
。

二
五
年
に
は
や
は
り
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
誌
が
「
工
業
会
社
に
お
け
る
パ
ワ

ー
ズ
式
会
計
機
の
応
用
に
就
て
」
と
題
し
た
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。 

行
政
府
会
計
項
目
に
お
け
る
助
賃
貸
料
努	
 

日
本
の
行
政
府
や
地
方
公
共
団

体
は
税
金
収
入
を
基
盤
と
す
る
単
年
度
会
計
を
原
則
と
し
て
い
る
た
め
、
将

来
に
わ
た
る
予
算
を
制
約
す
る
賃
貸
契
約
を
処
理
す
る
会
計
項
目
を
用
意
し

な
か
っ
た
。
こ
れ
が
計
算
機
ば
か
り
で
な
く
役
所
建
物
・
施
設
の
自
前
主
義

を
生
み
、
財
政
の
硬
直
化
を
形
成
す
る
原
因
と
な
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
に

お
い
て
も
こ
の
部
分
は
改
め
ら
れ
ず
、
情
報
シ
ス
テ
ム
調
達
の
透
明
化
を
阻

害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。 

昭
和
恐
慌	
 

第
一
次
世
界
大
戦
の
あ
と
、
戦
争
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
と
大
日
本
帝
国
は
欧
州
、
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
が
急
増
し
た
。
日

本
は
一
九
二
〇
年
の
戦
後
不
況
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
で
ブ
レ
ー
キ

が
か
か
り
、
一
九
二
七
年
の
金
融
恐
慌
で
大
き
く
後
退
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ

経
済
は
内
需
・
外
需
と
も
好
調
だ
っ
た
。
内
需
は
住
宅
投
資
と
個
人
消
費
だ

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
九
二
九
年
の
ダ
ウ
平
均
株
価
は
対
二
四
年
比
五
倍
に

膨
ら
ん
で
い
た
。 

 

一
九
二
九
年
十
月
二
十
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
が
暴
落
し
た
。

二
十
九
日
に
さ
ら
に
大
き
な
暴
落
が
発
生
し
、
一
週
間
で
時
価
総
額
三
百
億

ド
ル
が
失
わ
れ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
年
間
予
算
の
十
倍

に
相
当
し
た
と
い
う
。
当
初
は
証
券
パ
ニ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、
生
産
過
剰
を
回

避
す
る
た
め
の
投
資
抑
制
、
雇
用
削
減
（
解
雇
と
採
用
縮
小
）
が
景
気
後
退

に
拍
車
を
か
け
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
経
済
混
乱
は
金
融
危
機
を
誘
発
し
、
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

飛
び
火
し
て
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
に
金
融
危
機
と
企
業
倒
産
を
引
き
起
こ
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
は
金
本
位
制
か
ら
離
脱
す
る
と
と
も
に
、
旧
植
民
地
を
包
含

す
る
イ
ギ
リ
ス
連
邦
を
形
成
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
に
シ
フ
ト
し
た
。
ド
イ
ツ

で
は
ナ
チ
ス
党
が
台
頭
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

日
本
は
一
九
二
〇
年
以
来
十
年
間
の
経
済
低
迷
に
加
え
て
、
天
候
不
安
に

伴
う
冷
害
で
農
産
物
が
不
作
と
な
っ
た
。
米
が
不
作
な
の
に
都
市
部
の
購
買

力
が
落
ち
て
米
価
が
下
落
す
る
デ
フ
レ
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
農
村
部
に
お

け
る
現
金
の
稼
ぎ
頭
で
あ
る
繭
（
生
糸
）
と
綿
花
（
綿
）
の
価
格
が
下
落
し

た
。政
府
は
朝
鮮
、台
湾
、満
州
を
包
含
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
圏
を
志
向
し
、

こ
れ
が
陸
軍
に
よ
る
ア
ジ
ア
侵
略
の
下
地
と
な
る
。 

ル
ン
ペ
ン 

lum
pen

：
ド
イ
ツ
語
で
「
襤
褸
」（
ぼ
ろ
）
の
こ
と
。
ボ
ロ
ボ

ロ
で
薄
汚
れ
た
服
を
ま
と
っ
て
う
ろ
つ
く
人
を
指
す
。 

藤
本
二
三
吉 

ふ
じ
も
と
・
ふ
み
き
ち
／
１
８
９
７
〜
１
９
７
６
。
本
名
は

「
藤
本
婦
美
」。「
二
三
吉
」
は
源
氏
名
で
、
日
本
橋
霞
町
の
芸
者
だ
っ
た
。

『
浪
花
小
唄
』『
祇
園
小
唄
』『
復
興
節
』
な
ど
小
唄
を
ベ
ー
ス
に
し
た
楽
曲

が
受
け
た
。
小
唄
勝
太
郎
、
赤
坂
小
梅
、
神
楽
坂
は
ん
子
な
ど
芸
妓
出
身
歌

手
の
は
し
り
と
な
っ
た
。 

徳
山	
 

璉 

と
く
や
ま
・
た
ま
き
／
１
９
０
３
〜
１
９
４
２
。
戦
前
か
ら
戦

中
に
活
躍
し
た
日
本
の
声
楽
家
（
バ
リ
ト
ン
）・
流
行
歌
手
・
俳
優
。
愛
称
は

「
徳
さ
ん
」。（
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
） 
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